
が効率化しています」と運用面でのメ
リットにも言及します。

　2014年10月の稼働後、北日本銀行の
営業店活動を支えているVDIシステム。
その構築過程には「1つのドラマがあっ
た」と帷子氏は振り返ります。
　「実は営業店のシンクライアント展開
が3割程度進んだところでシステムトラブ
ルが発生しました。ハードウェアと運用面
での対策が完了するまで、他店舗への
展開は一時中断することになり、この時
点で大幅なスケジュール遅延を覚悟しま
した。しかし、そこからの日立さんの追い
上げが速かった。営業、SE、CE※、製品
事業部の皆さんが日夜一丸となって対応
してくださり、スケジュール遅延を最小限
にとどめることができたのです。あの底力
と最後まで諦めない粘り強さは“さすが
日立だな”と感心しました」と帷子氏は
続けます。

　「営業店でも外訪先でも場所を選ばず
業務が行えるVDIの導入は、システムイ
ンフラの汎用性と柔軟性を高めることに
つながりました。今後はこの基盤を生か
し、さらに営業効率を高める施策や、お客
さまサービスの向上につなげていきたい
ですね」と力を込める畑山氏。菊池氏も
「これからの銀行システムには、勘定系や
情報系といった垣根を越え、さまざまな情
報を柔軟に活用できる使いやすいユー
ザーインタフェースが求められます。行員
にとっても、お客さまにとっても利便性の高
いサービスの実現に向けて、当行のシス
テム基盤を担っていただく日立さんには今
後も斬新なシステム、ソリューションの提案
をお願いしたい」と期待を寄せます。
　震災復興と活力ある地方創生に向け、
お客さまニーズに寄り添った地域密着型
の営業活動を展開する北日本銀行の取
り組みを、これからも日立は強力にサポート
していきます。

　岩手・宮城・青森など東北地方を中心
に80店舗を展開する株式会社北日本
銀行（以下、北日本銀行）は、地域のお
客さまの豊かな経済発展に貢献する姿
勢を堅持し、常にお客さまとの接点を大
切にし、「フェイス・トゥ・フェイス」をモッ
トーに心の通った地域活動に力を入れ
ています。
　「2014年4月にスタートした中期経営
計画『Approach』では、東日本大震災
で被災したお客さまの支援と地域復興に
貢献する取り組みを継続・強化しながら、
行員育成策の改善や営業力の強化、中
長期的に安定したお客さま基盤の拡大
などを図ることを大きな基本方針に据えま
した。これらの取り組みを実践すること
で、確かな復興とお客さまの繁栄につな

げていくのが私たちの使命です」と語る
のは、営業統括部 副部長の菊池 徹氏
です。
　その一環として、効率的かつ効果的な
営業活動を支援するため2014年10月に
導入されたのが、営業店PCのデスクトッ
プ仮想化（以下、VDI）です。
　「今回のVDI導入には次の側面があり
ます。1つは営業店PCの老朽化による刷
新、もう1つが2014年2月に更改した
CRM（顧客管理）システムの情報を外訪
先でもタブレットなどからセキュアに利用で
きるモバイル環境の構築です。これらの
要件をトータルに解決できる手段として注
目したのが、ユーザー環境を仮想化して
センター側に集約し、PC側にはデータを
残さないVDIとシンクライアントの組み合
わせでした」と語るのは、営業統括部 調
査役の畑山 睦美氏です。

　北日本銀行では複数ベンダーから寄せ
られた提案の中から日立をパートナーに
選定。その理由を畑山氏は「他社の提案
はVDIの構築に高価なミドルウェアを適
用したものがほとんどでしたが、日立さん
はより低コストにVDIを実現できるプランを
提示してくださり、構築実績も豊富でした。
また、営業店システムとして活用している
“FREIA21+ for NEXTBASE”の構築
などで当行の業務を熟知している点も評
価しました」と語ります。

　日立は全営業店のデスクトップPC
約800台と外訪用タブレット約400台の
システム基盤に、統合サービスプラット
フォーム「BladeSymphony」のブレード
サーバ「BS500」とミッドレンジストレージ
「Hitachi Unified Storage 110」、仮想

化ソフトウェアにVMware vSphere®を
適用し、サーバ1台あたり最大70VM（仮
想マシン）を収容するVDIを構築。シンク
ライアントには、省スペース性に優れた
「FLORA Se330（BU3）」を約800台採
用しました。
　シンクライアントやタブレットからは、お客
さまの属性や取引履歴などの情報が参照
できるCRMのほか、グループウェア、文書
管理など営業店に必要な既存の業務シ
ステムがすべて利用できます。外訪先で
用いるタブレットでは、お客さま情報をセ
キュアに閲覧できるほか、投信窓販などの
預かり資産業務も行えるため、お客さまと
の接点強化とタイムリーな提案・営業活動
に大きな効果を上げています。
　「システムの立ち上げが格段に速くな
りました。これまではPCのスペックがバ
ラバラだったため一部のユーザーにスト
レスを与えていましたが、VDIで環境が
高レベルに均質化されたほか、セキュリ
ティの向上でパスワードの変更回数も
減らせたため、業務効率の向上に大き
く貢献しています」と喜ぶのは、事務シ
ステム部調査役の帷子 衛氏です。さら
に帷子氏は「BS500は当行で進めてい
るサーバ更改・集約化でもすでに利用
していたため、信頼性・可用性にまった
く不安はありませんでした。営業店側に
設置しているシンクライアントも含め、従
来型のPCと比較して故障率が激減し
ました。VMware vCenterTMを利用す
ることで統合管理が容易になり、システ
ムトラブル時の対処が楽になりましたし、
端末増設時にもテンプレートのマスター
コピーだけで済むなど、さまざまな作業
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